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　 を①に代入すると　　
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　 を①に代入すると　　
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　 を①に代入すると　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　よって　　　 ，

　　　　
…… ①

…… ②

　②を①に代入すると　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 を②に代入すると　　

　　　　　　　　　　　　　　

　よって　　　 ，

　

　　
……①

……②

　①　

　　　　　　　

　 を②に代入すると

　　　　　

　　　　　　　

　よって　 ，

　 　 地点から 地点まで ， 地点から 地点まで２

　　　 　 ％の食塩水 ， ％の食塩水

　 地点から 地点までの道のりを ， 地点から 地点までの道のりを とす

　ると

　　　　　

　この連立方程式を解くと　　 ，

　 ， は問題に適している。

　 　 地点から 地点まで ， 地点から 地点まで

　　 ％の食塩水を ， ％の食塩水を 混ぜるとすると　

　　　　

　この連立方程式を解くと　　 ，

　 ， は問題に適している。

　　　　　　　　　　 　 ％の食塩水 ， ％の食塩水

　 　 　　 　 　　 　 　　 　３

　 の同位角は　

　 の同位角は　

　 の錯角は　

　 の錯角は　

　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　４

　　　 　 　　 　 　　　

　図において，平行線の同位角は等しいから　

　　

　よって　　

　右の図のように，点 を通り に平行な直線 をひく。

　図で，錯角は等しいから

　　　　　

　　　　　

　平行線の錯角は等しいから　

　よって　

　 において，内角と外角の性質から

　　　　　　

　よって， において，内角と外角の性質から

　　　　　　

　平行線の錯角は等しいから　

　よって， において，内角と外角の性質から

　　　　　　

　 において，内角と外角の性質から

　　　　　　

　よって， において，内角と外角の性質から

　　　　　　

　右の図で，三角形の内角と外角の性質から

　　　　

　　　　

　よって　　

　　　　 　　　

　 　 　　 　正十八角形　　 　正十角形５

　六角形の内角の和は　

　正六角形の内角の大きさはすべて等しいから，

　 つの内角の大きさは　　

　正多角形の つの外角の大きさは

　　　

つの外角の大きさが である正多角形は正 角形で

あるとすると

　　　

　　　　　　

　 つの外角の大きさが である正多角形は正 角形

　であるとすると
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　 　　６

　 において

　　　　

　　　　 ，

　であるから

　　　　

　よって， において　　

　７

右の図で， である。

平行線の錯角は等しいから

　　　　　

また， である。

平行線の錯角は等しいから

　　　　　

よって　　

　△ △ ， 辺がそれぞれ等しい８

　　　△ △ ， 辺とその両端の角がそれぞれ等しい

　　　△ △ ，　 辺とその間の角がそれぞれ等しい

△ と△ において

　　 ， ，

　であり， 辺がそれぞれ等しい。

△ と△ において

　　 ， ，

　であり， 辺とその両端の角がそれぞれ等しい。

△ と△ において

　　 ， ，

　であり， 辺とその間の角がそれぞれ等しい。

　 　 　　 　 　　 　９

　辺 に対応する辺は，辺 であるから

　　　　　　

　辺 に対応する辺は，辺 であるから

　　　　　　

　 に対応する角は， であるから

　　　　　　

　 　略　　 　略10

　 と において

　仮定から　　 　　　……①

　　　　　 　……②

　対頂角は等しいから

　　　　　 　……③

　①，②，③より， 辺とその両端の角がそれぞれ等しいから

　　　　　 △ △

　合同な図形では対応する辺の長さは等しいから

　　　　　　　

　 と において

　仮定から　　 　　　……①

　　　　　　　 　　 ……②

　対頂角は等しいから

　　　　　 　……③

　①，②，③より， 辺とその間の角がそれぞれ等しいから

　　　　　 △ △

　合同な図形では対応する角の大きさは等しいから
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